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女 性 電 話 相 談     

女性が抱えるいろいろな悩みに、    ○相談専用℡ 0739-26-4919        

女性相談員が電話で相談に応じます。  ○月～金（祝日を除く）午前 9 時～正午 

             



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

11 月 12 日～25 日は 

『女性に対する暴力をなくす運動』期間です 

配偶者やパートナーからの暴力（DV）、性犯罪、ストーカー行為、売買春、人身取引、

セクシュアル・ハラスメント等、これら暴力の被害者は女性が多く、女性の人権を著しく

侵害するものであり、決して許されない行為です。 

【子どもに与える影響】 

＊ＤＶは子どもにとっては虐待です。 

家庭内で暴力を目撃したことによって、子

どもは恒常的なストレス状態の中で暮らし

ています。緊張を強いられ、恐怖が子どもを

不安にさせ、様々な心身の症状が表れること

もあります。 

＊子どもたちが発しているＳＯＳのサイン

を見逃さないでください。 

【もし、ＤＶで悩んでいる方がいたら…】 

ＤＶの被害者は自分自身を責め、誰にも

相談できずに苦しんでいます。あなたがも

し相談されたら、まずその思いを受け止

め、「あなたは、悪くない」と伝えてくだ

さい。分かってもらえるということが

「力」になります。 

 

【殴る・蹴るだけが暴力ではありません】 

「暴力」といっても様々な形態が存在します。 

＊身体的なもの 

殴ったり蹴ったりする。物を投げつけるなど 

＊精神的なもの 

心無い言動等により相手の心を傷つけるも

の。大声でどなる。交友関係を制限したり電話

やメールを細かくチェックする。生活費を渡

さない。おどすなど。 

＊性的なもの 

嫌がっているのに性的行為を強要する、中

絶を強要する、避妊に協力しないなど。 

【被害者に与える影響】 

＊暴力によるケガなど身体的な影響を受け

るにとどまらず、ＰＴＳＤ（心的外傷後スト

レス障害）に陥るなど精神的な影響を受け

ることもあります。 

主な相談窓口  ※緊急の場合は 110 番 

 警察本部警察相談課・・・・・・・・・・・・・TEL..#9110 

 DV 相談ナビ・・・・・・・・・・・・・・・・TEL..0570-2-55210 

県子ども・女性・障害者相談センター・・・・・TEL..073-445-0793 

 西牟婁振興局保健福祉課・・・・・・・・・・・TEL..0739-22-1200 

 DV 被害者支援センター（紀南 DV センター）…TEL..0739-24-3322 

田辺市男女共同参画センター女性電話相談（詳細は表紙・裏面参照） 

（女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク） 

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 

配偶者やパートナーなど親密な関係にある人

から振るわれる暴力のことを言います。 



 

セクハラを決めるのはセクハラを受けた側

です。相手や周囲に配慮した言動に注意し

ましょう。 

【ポイント】 

＊親しさを表すつもりの言動であっても相

手を不快にさせる場合があると理解する。 

＊この程度なら相手も許容すると勝手な憶

測をしない。 

＊社会における地位・関係性がもつ影響力

を理解する。 

＊酒席やその帰り道など気持ちが緩みがち

な場面では特に注意する。 

＊嫌な思いは自分一人で抱え込まないで、

まず信頼できる上司や社内のハラスメント

相談担当者に相談しましょう。 

貸出ＤＶＤのご案内 男女共同参画センター、人権推進課では DVD の貸出をしています。 

下記に一部ご紹介していますので、職場の研修等にどうぞご活用ください。 

 

 
DVD の名称 

上映 

時間 
主な内容 

1 企業と人権 職場からつくる人権尊重社

会 

40 分 長時間労働による過労死、セクハラやパワハラなどのハ

ラスメント、企業の価値に大きくかかわる様々な人権問

題への対応を、ドラマや取材、解説も交えて構成。 

2 わかったつもりでいませんか？セクハラ

対策の新常識 あなたならどうする？ 

25 分 ディスカッション用の事例ドラマと、設問・解説によっ

て構成。事例の当事者となった時の対応を考える教材。 

3 わかったつもりでいませんか？セクハラ

対策の新常識 セクハラになる時ならない時 

24 分 ケースや相手によってセクハラになったりならなかった

りする理由をアニメを用いてわかりやすく解説。 

4 自他尊重のコミュニケーションと職場の

人権Ⅰ ハラスメントの視点から 

23 分 職場のコミュニケーション不全から起こるハラスメント

問題をドラマ形式でわかりやすく伝え、健全な職場環境

について考える。 

5 自他尊重のコミュニケーションと職場の

人権Ⅱ 相手の立場で考える 

23 分 身近な職場で体験しがちないくつかのエピソードから、

お互いを尊重するコミュニケーションの大切さを考え

る。 

 

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 

相手が嫌がる性的な言動により人格を無視

して不快感を与える人権侵害です。 



 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

発行：田辺市男女共同参画センター 
■開館時間 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 

■休館日  毎週土曜・日曜、祝日、年末年始（12

月 29 日～1月 3日） 

■所在地  

〒646-0028 和歌山県田辺市高雄一丁目 23-1 

田辺市民総合センター4階 

■連絡先 

電話：0739-26-4936 FAX：0739-24-8323 

Ｅメール：danjo@city.tanabe.lg.jp 

■交通 

ＪＲ：紀伊田辺駅から徒歩 15 分 

龍神バス：「市民総合センター前」バス停下車 

田辺市男女共同参画センター 女性電話相談室 
相談専用電話 ０７３９－２６－４９１９ 
通常：月曜日～金曜日（祝日を除く） 午前９時～正午 

11 月 17 日（土）午前１０時～午後４時まで 

いつもの平日では電話できなかった方、午前中は電話できなかった方…。 

女性相談員があなたからの電話をお待ちしています。相談は無料です。 

どんな相談でも構いません。この機会にお電話ください。 

女性電話相談室から 

女性電話相談を特別開設 

（生涯学習フェスティバル開催中） 

講座のご案内 ※詳しくは、男女共同参画センターにお問い合わせください。 

『女性のための心理学レッスン（基礎編）』定員：30 名 場所：市民総合センター 

心理学やカウンセリングの基礎知識を学び、新しい自分を見つけてみませんか。 

・・・なんとなく、ちょっぴり興味がある方、お気軽にご参加ください・・・  

 

●平成 31 年 1 月 26 日（土）10:30～15:30  

講義とワークショップ 

講師：宮本由起代（ドーン財団カウンセラー、ＮＰＯ法人心のサポート・ステーション代表理事） 

●平成 31 年 2 月 2 日（土） 10:30～15:30  

講義とワークショップ  

講師：杉本志津佳（ドーン財団カウンセラー、フェミニストカウンセリング堺カウンセラー） 


